
 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 横浜市民スポーツ意識調査 結果報告 
 
 

横浜市では、「横浜市スポーツ推進計画」の目標達成度合いを計るため、市民を対象としたスポーツ意

識調査を毎年実施しています。この調査結果を踏まえ、「スポーツ都市横浜」の実現に向けた新たな政策

立案等につなげていきます。 

調査結果の詳細（クロス集計結果等）については、令和５年度横浜市民スポーツ意識調査報告書に掲載

していますので、にぎわいスポーツ文化局ホームページを御覧ください。 

（URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/sports/shinko/shinko/ 

ishiki.html） 

 

 

１ 結果概要（別紙「令和５年度横浜市民スポーツ意識調査報告書 概要版」を参照） 
 

（１）スポーツ実施率の変化 

「成人の週１回以上のスポーツ実施率」は、平成26年度から増加傾向にあり、令和元年度から令和２

年度にかけて増加したものの、令和３年度から減少に転じており、今年度の調査では、令和４年度から

5.1ポイント減となる49.3％となりました。 

  コロナ禍の令和２年度には「成人の週に１回以上のスポーツ実施率」が64.5％、「運動不足と感じて

いる」層が81.3％、「今現在、健康だと感じている」層が65.3％となっており、運動不足の解消や健康

になるための方法として運動・スポーツが選択されていたと考えられますが、今年度の結果では、運動・

スポーツの実施が健康に与える効果の意識が薄れていると考えられます。 

今後、令和８年度の横浜市の目標を達成するには、新型コロナウイルス感染症の影響でライフスタイ

ルが大きく変化した中で運動しなくなった層が再び運動に向かいやすくなるような環境づくりに加え

て、運動・スポーツが健康に与える効果を訴求し、運動・スポーツに対する意識を取り戻すための働き

かけが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ６ 年 ３ 月 1 5 日 
にぎわいスポーツ文化局スポーツ振興課 

裏面あり 












